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「今此のオシラ神に対する行事を見るに、毎年イタコを請して新しくオセンダクをお着せ申し、それ

があまりに数多くなれば古きを除くというところ、まったく同一の意義において行われるものと考え

られる。アイヌのイナオの一種なるチセイコロカムイにしても、毎年新しくイナオを加え、数重なれ

ば古きを除くというところ、また同一の意義のものと考えられる」と説明している。

喜田は、アイヌの宅神とオシラ神の習俗とを関連させ、オシラ神はアイヌの宅神（チセイコロカム

イ・第 2図）を起源とするものと類推し、イナオをオシラ神に着せる布切れ（オセンダク）であると

考えた。

喜E8が、このような解釈するに至ったのは、アイヌのチセイコロカムイとオシラ神の形態の類似と

家の神であるという共通性、またイナオとオセンダク（布切れ）が共に神体に付着させるという習俗
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して占いとして用いる民間習俗との関連性を紹介し、形態から

オシラ神の原初的機能を考えたのである。

金田一京助は、「蝦夷とシラ神」（『民俗』 1ノ11929)のなかでアイヌ起源論について、現在ア

イヌにはこのような信仰がないことを指摘し否定的な見解を示した。

一方、金田一は、昭和 8年「オシラ様考―馬鳴像から馬頭娘及び御ひらさまヘー」（民俗学5-11) 

を「関東のオシラ様」のタイトルで執筆し、オシラ神の成立について、異なる視点から論述している。

内容は、養蚕神とされるオシラ神を関東の蚕神の図像三、四十幅から比較、解析し、「馬鳴菩薩」

がオシラ神の系譜にあること、そして図像から馬鳴菩薩の変化の過程や伝播の系統性について論じた。

だが、金田一の科学的な図像分析による考察であったが、そもそもオシラ神は絵像ではなく木偶で

あるのが特徴で、さらにオシラ神は東北地方では必ずしも蚕神と見なされていない点など、オシラ神
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し『図録陸前のオシラサマ』 (1

を刊行する。内容は、分布、呼称、オシラサマの形態（形態・大きさ・材料・着物・記銘・掛軸・箱

の中の収納物）、祭日、祭祀集団、供物、オシラサマアソバセ、由来・霊験讀、オシラサマに類似す

る信仰、巫女とオシラサマ、オシラサマの家ごとの事例そして最後に附録として昭和47年までの詳細

な文献目録（夏掘謹二郎編集）を載せている。

三崎の『図録陸前のオシラサマ』は完璧なほど必要なデータ (74件）を漏らさず分析された総合的

な研究報告である点に驚かされる。なかでも一点ずつ写真を掲載しているのも重要である。

このような地域の悉皆調査の実施に伴い『いちのへのオ、ンラサマ』（一戸町教育委員会 1986)、『軽

米町のおしらさま』（軽米町教育委員会1988)、『陸前高田のオシラサマ』（陸前高田博物館1990)など、

オシラ神の地域の報告が次々と刊行され、青森県では昭和55年・平成 3年の 2度の調査による十和田
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と称して川に捨てるという伝承を各地で聞くことが出来る。

遺跡から出土するオシラ神から想定されることは 3点上げられる。 1点は、遺跡のなかのオシラ神

の使用年代とその時代のオシラ神の形態的特徴を知ることが出来る。 2点は、遺跡の歴史的環境から

さ

の
ため

類推してのオシラ神の性格である。 3点はオシラ神の出士状況から読み取れる廃棄行為のなかの心意

である。

以上の観点から報告するが、 7点の木偶は、本来一対であるはずのオシラ神であるが、遺跡からは

すべて 1体だけの出士である。

(1)福島県桑折町「土井ノ内遺跡」出土の棒状の人形（おしんめい様） （『桑折町埋蔵文化財報告書10』

桑折町教育委員会 1993)（第 3図）
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イ様信仰」『東北のオシラ神信仰』第28回東北民俗学合1ul研究会レ

土井ノ内遺跡出土のおしんめい様（オシラ神）が、どのような祭祀を見せていたか。上記のオシン

メイサマ信仰から想像するよりほかないが、報告書の考察によれば隷属的存在のなかに同族的血縁者

としての農民の存在を指摘しているので、同族的祭祀としてオシラ神を用いた可能性がある。また、

修験者が持ち込んだ可能性もある。竹筒に入れ込んでのオシラ神を保管していたとすれば、収納とい

うよりも背負って運ぶための竹筒であった可能性は考えられるであろう。遺跡からは他の宗教的遺物

が確認されていない。

(2)福島県三春町「三春城下近世追手門前通遺跡群E地点」出土の木製人形（おしんめい様） （『三春

町文化財調査報告書』第28号（三春町教育委員会 2003)（第 4図）

オシラ神は、三春町城下町の三春城の郭内となる追手前地区と町人地（大町）を分ける堀跡周囲の
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15世紀末～16世紀末まで利用された巨大な館である。館の広さが 3万平万メートル

する二重空壕から構成され、侍屋敷と商工人を含んだ政治・軍事・北方交易としての巨大な館跡であ

る。（国指定史跡）当遺跡から出土する遺物の量は膨大で15万点を超え、蝦夷交易・北はサハリンを

含む日本海交易の拠点として繁栄した。

人形（木偶）は、勝山館の空壕から柱、柾、刺突具、鏃、矢柄、鞘、羽子板状木製品、曲物、折敷、

漆椀、漆皿、下駄、木簡、しゃもじ、駒、茶臼、砥石、柑塙などと共に出士した。

人形と分類している木偶は、長さ31.1cmの丸棒状で、径1.6~1.7cmで、下端は丸味をもっている。

頭の頂部は突起状で墨を塗っている。顔は目、鼻、口を彫り込み、首の部分を細く彫り込み頭部と胸

を区画している。棒状の首部及び胸部に当たる位置にほぼ一巡する彫り込みを有し、其の下部は一段

と細く削り込んでいる。
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 二の字のような彫りが見える。烏帽子は墨で塗られたものであろうか。木偶は、おしらさまと思われ

るが、多賀城周辺では現在オシラ神信仰は聞かれない。また、旧河川跡からの出土で、川に捨てられ

たものであろうか。烏帽子型である点は特徴の一つであるが製作年代は不明である。

4.結びにかえて

遺跡から出士したオシラ神に類似する木偶は、 7点と少ない。そのなかでオ、ンラ神の系譜として判

断されるのは事例 (1)~ (3)及び (7)の木偶で (1)福島県桑折町士井ノ内遺跡出士の棒状人形、 (2)
三春町三春城下追手門出士の木製人形、 (3)秋田市東根小屋町遺跡出士の木偶、 (7)多賀城市市川橋

遺跡出土の木偶4点である。事例 (4)上之国勝山館跡出上の木偶は、 15但紀～16恨紀末頃のオシラ神



2011 

る とすると る。

し＼ -
J
 

；
 る

いと

くと

゜

り

しい。

ラ

ているの

日

られない

でいる。

の

な

そ

の
る。つまり、

た

る

の

と ＜ と
゜

と ら る。

八 JlJ-土

゜
さ 才

けてのオシラ

と、

゜
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上井ノ内遺跡のオシラ神は、筒の中に神体が挿人されていたらしいから宗教者が背負って持ち運んだ

可能性を窺わせる。

実際、紀年銘のあるオシラ神を見ると、岩手県九戸郡種市町の大永 5年 (1525)の包頑型オシラ神

は男女人頭型の形態である。天文10年 (1541)の大船渡市の貫頭型のオシラ神の 1体は馬頭である。

二戸市永禄9年 (1566)の包頭型の 1体は馬頭である。天正15年 (1587)の陸前高田市のオシラ神

は、烏帽子頭 1体と女が 1体である。（工藤紘一『いわてオシラサマ探訪』岩手県立博物館 2008・遠

野物語研究所『遠野物語96in遠野』講義録 1966)

「馬娘婚姻諏」の話の筋と関わる馬頭型のオシラ神の出現はいつの時代であるかという問題がある。

しかし、 7遺跡から出土する7点の木偶は、すべて人頭型である。特に14世紀後半から15世紀中頃
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以上の特徴的なオシラ神の神体については、今後、分布とオシラ神の性格を探りながら、異なる形

態を次々に誕生させて行くオシラ神信仰地域の歴史的背景を考慮して、分析する必要があろう。

遺跡から出土するオシラ神類似の木偶は、出土年代が想定される新たな資料が期待されることから、

古態から推移する神体変化を体系づけることも不可能ではない。

文書資料の乏しいオシラ神研究にとって、伝承資料の分析と共にモノの視点からの情報及び神体変

化の系譜を整理することが、これからの古くて新しい課題となろう。

本稿を執筆にあたり、工藤紘ー氏、関根逹人氏、羽柴直人氏、平田禎文氏、車田敦氏、滝澤克彦氏、斉藤邦典

氏、鈴木和子氏、佐藤智生氏からご教示と資料の提供をいただき厚く感謝申し上げます。
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第2図 萱野茂「アイヌの民具」 (1978)
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第4図 （2)三春城下近世追手門前通遺跡群出土の木製人形
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第5図 (3)東根小屋町遺跡出土の木偶 第6図

第8図

(4)上之国勝山館跡出土の人形

(7)市川橋遺跡出土の木偶

。第 7図 (5)柳之御所遺跡出土の木偶
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写真 1 (6)五所川原市十三盛遺跡

出土の木偶

(4)北海道上ノ国町上之国

勝山館跡出土の人形

(3)秋田市東根小屋町遺跡

出土の木偶

(6)青森県五所川原市十三盛

遺跡出土の木偶

(5)岩手県平泉町柳之御所遺跡

出土の木偶

(7)宮城県多賀城市市川橋

遺跡出土の木偶（おしらさま）

(1)福島県桑折町「土井ノ内遺跡」出土の

棒状人形（おしんめい様）

(2)福島県三春町三春城下近世追手門前通

遺跡群E地点出土の木製人形（おしん

めい様）

第9図 遺跡から出土のオシラ神類似の木偶の分布




